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池田市環境学習推進事業 オンラインセミナー 

「のぞいてみよう、私たちのゴミのゆくえ」事業報告書 

１．事業目的 

   昨年来からの新型コロナウイルス禍により，国内外で多数の尊い人命が奪われ，１日も早い

収束が望まれています。しかしながら、学校や校外学習では新型コロナウイルスの影響により

様々な制限や対応を余儀なくされています。 

   本事業では、私たちの生活の身近な生活環境を支える公共施設や施設で働く人たちへの理解

を深め、自分たちができる身近な生活環境改善について考える契機とすることを目的に実施し

ます。 

 

２．開 催 日 2021 年 8 月 11 日(水) 14 時～15 時 30 分 

 

３．開催方法 Zoom ミーティング方式によるオンライン開催 

 

４．主 催 池田市 

企画運営事務局：NPO 法人いけだエコスタッフ 

 

５．実施内容 

  14 時    開会  

       主催者挨拶 環境政策課 椿 

       司会：環境政策課 荒木 

14 時 10 分 オンラインツール（Zoom）を用いた学習 

         （1）内容 「のぞいてみよう、私たちのゴミのゆくえ」            

            ①「パッカー車のふしぎ」  

（事前撮影した動画を放映） 

          ②「ようこそ、クリーンセンターへ」 

（使用可能な動画を放映、一部事前撮影した動画を放映しながらそ

の場で説明） 

           業務センター、クリーンセンターの施設見学をとおして、私たちのゴ

ミの行方やゴミの分類を知る事で身近な環境について理解を深めまし

た。 

さらに、ゴミを減らす或いは活かすため、３R（リデュース、リユー

ス、リサイクル）や、持続可能な資源循環社会について学びました。 

             講師：業務センター職員、クリーンセンター杉本所長・職員 

          ③Q＆A コーナー 

参加者からオンライン（チャット）で質問を受け付け回答しました。 

               回答者：業務センター 西岡職員 

                    クリーンセンター 杉本所長 

               進行：池田市市民活力部環境政策課 椿 

15 時 15 分 アンケート投票 

15 時 25 分 閉会 
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小学校 件数 学年 件数

池田 11 1年 8

秦野 7 2年 11

北豊島 3 3年 10

呉服 5 4年 9

石橋 8 5年 7

五月丘 3 6年 6

石橋南 1 その他 4

緑丘 9 計 55

神田 2

ほそごう 0

その他 6

計 55

６．参加者について 

  ①参加対象   池田市内の小学生（中学生以上、大人の参加も可） 定員：50 名 

  ②申込者の状況 申込者数 55 名（定員 50 名） 

          参加者数 56 名 

  ※申込詳細 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 ※申込者が希望した企画 

   今後の希望 

SDGs に関わる内容で、子どもも参加できるもの。 

フードロス、食の循環 

北摂の動植物の生態系や環境問題について 

歴史（戦国時代、安土桃山時代、江戸時代、の制度変化について） 

水道、チキンラーメン 

今後はオンラインじゃなくてほしい。 

市役所職員の業務密着 

五月山に棲む動物。とくにムササビ、ヌートリアはいるかどうか。一庫ダムの解放動画 

リサイクル工場の見学を Zoom で開催してほしいです。例えば、トイレットペーパーや、ガラス瓶など。 

下水道、上水道のことについてもとりあけてもらいたい 

プラごみ、古紙等、将来の行き場を知りたいです。 

五月山の木はどのように活用されているのか?山の中にどのような施設があるのか?を含めた五月山の全て 

昨年の 3 年生時から、社会見学に一度も参加させてもらえていないので、3～5 年生で一般的によく企画される、

工場や施設見学を体験できる企画をたくさん開催してほしいです。 

発電の種類としくみについて。なぜ節電が大切なのか。なぜクリーンエネルギー（再生可能エネルギー）が必要

なのか。サスティナブルな発電方法を確立するにはどうしたらいいのか。 

リサイクルに関することや、食育に関するイベント 

上下水道の社会見学に行けませんので、zoom で動画等見せたり、解説していただけるとありがたいです。 

当たり前の様に生活をしていますが、見えない所では色々な人や機械が頑張ってる事を、子供達に知って欲しい

ので、またそういう機会を作っていただきたいです。 

がんがら祭り 

エコミュージアムで回収しているリサイクル対象品(ペットボトルキャップ、プルトップ、廃油)の行方  合わせ

て市内各所で回収されている品(牛乳パック、ペットボトル、発泡トレー、透明容器、アルミ缶、インクカートリ

ッジなど)の行方 

給食残渣の行方と活用法 

避難所、防災倉庫の中身 

プラスチックを減らす工夫分別しあつまった、プラスチックの行方 
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７．参加者のアンケート結果 

 Zoom の投票機能を利用し参加者のアンケート調査を行った。 

 アンケート回答者数 38 名 

   設問１ 参加者の 6 割が初めての参加   設問２ 参加者の 8 割が楽しかったと回答 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

  設問３、設問４ 長さについて 6 割が「ふつう」と回答、  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  設問５両センターともほぼ同じ割合（複数回答） 設問６ 8 割が次回への参加希望を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．セミナーの振り返り 

本セミナーを受講した小学生を対象に、エコミュージアムにて「パッカー車のペーパークラフ

ト」を配布した。 

配布期間 8 月 11 日本セミナー終了後から 8 月 31 日まで 

   配布件数 14 件 
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９．質問への回答について 

全てをセミナー内で回答できなかったため、後日全ての質問への回答をまとめた資料を池田市

地域まるごと環境学習ホームページにて本報告書と共に公開予定。（別途添付） 

 チャットへの質問件数 46 件（重複を除く） 

 

１０．実施状況 

  

  

  

                           以上 


